





A Study of Effective Instruction with Language Activities in order to bring up ability to think, to judge, and to express; 
Through Instruction of logical speech, listen and write. 
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第２章 方 法 
１．対象 













































































































































































































































１ 主張 立場がはっきりとしていて、伝えたいことがよく分かる文章である。    ２  １  ０ 
２ 事実 事実（客観性のあるデータ）が書いてある。               ２  １  ０ 
３ 理由づけ 主張・事実のつながりが適切である。                ２  １  ０ 
４ 裏づけ 理由づけを確実なものとしている。                  ２  １  ０ 
５ 反証 自らの主張と対立することが書いてある。                ２  １  ０ 














第３章 結 果 
１．作文テスト 
(1)  分析 
 作文テストは、プレテストとポストテストの分析を行った。 
 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)  分析 
 プレテスト直前に行ったメタ認知的知識質問紙とポストテスト直後に行ったメタ認知的活動質問紙の分析を行った。 
 
















































































自己評価の観点 ◎ ○ △ 
（１） 公共的な課題について関心もち、自分なりの解決策を提案したり、自分とは異なる意見に
耳を傾けたりする中で、話し合いで問題を解決しようとした。（国語への関心・意欲・態度） 
60.4 37.5 2.0 
（２） 課題について自分の経験や知識を整理して考えをまとめて話をすることができた。（話
すこと・聞くこと） 
44.8 47.9 7.3 
（３） 聞き取った内容や表現の仕方を評価して、自分のものの見方や考えを広げたり深めた
りすることができる。（話すこと・聞くこと） 
42.7 53.1 4.2 
（４） 話し合いが効果的に展開するように進行の仕方を工夫し、課題の解決に向けて互いの考え
を生かし合うことができた。（話すこと・聞くこと） 
34.3 57.3 ８ 
（５）社会生活における敬語の適切な使い方について理解することができた。 
（伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 
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